
  

●住所  ：香川県丸亀市一番丁 

●電話番号：0877-24-8826（市文化観光課） 

●開館時間：《天守》 午前 9 時～午後 4 時 30 分 

：（ただし入館は午後 4 時まで） 

：     《大手一の門》 午前 10 時～午後 4 時 

●休館日 ：《天守》12 月 25 日～12 月 31 日 

：《大手一の門》 雨天時 

●入場料 ：大人 → 200 円 

小人（小・中学生）→ 100 円 

団体（20 人以上）→ 

1 人につき上記の金額の 2 割引の額 

（天守閣のみ） 

●駐車場 ： 

丸亀城は、播州赤穂から１７万６千石の領主として 

讃岐に入り、高松城を築いた生駒親正が１５９７年 

（慶長２）から高松城の支城として丸亀城の築城に 

かかり、１６０２年（慶長７）に完成したが、 

その後一国一城令により廃城となった。 

生駒家４代の後、肥前天草郡富岡城主から１６４１年 

（寛永１８）入城した山崎家治が翌年から修築に 

取り掛かり城を大改修。その後、山崎氏絶家のため、 

１６５８年（万治１）京極高和が播磨（兵庫）龍野から 

入り、天守を完成、第２代高豊が大手を南側から 

北側に移すなど城の全容を整えた。 

１１の櫓は明治期にすべて失われたが、天守・大手門 

などは残された。 



 

●高さ日本一の石垣に鎮座して４００年余の歴史を

刻む丸亀城は「石垣の高さ、美しさ」から、 

（財）日本城郭協会が選定した「日本の１００名城」

にも選ばれている。 

●内堀から天守へ向け、４層に重ねられた丸亀城の 

石垣は、高さにして約６０メートル。 

●扇の勾配で知られる美しい曲線は、丸亀城の美を代 

表する石の芸術品としての風格を漂わせている。 

●城内には「打ち込みハギ」をはじめ、「野面積み」、 

 「切り込みハギ」など様々な石積みが見られる。 

石垣の中には「△」や「田」など刻印とよばれる記

号が見られ、石を割った矢穴の跡や石の表面を綺麗

に加工したノミの跡なども見られる。 

① 本丸：天守閣      ⑤大手一ノ門・二ノ門 

② 二の丸         ⑥資料館 

③ 三の丸         ⑦駐車場 

④ 玄関先御門・番所・長屋 

●石垣にかかわる伝説 

羽坂重三郎はいつも裸で働くところから、誰言う事もなく「裸重三」と呼ばれた重三郎は小豆でも積み重ねるこ

とができるというほど石垣づくりの名人であった。ある日重三郎は、藩主の生駒親正（いこまちかまさ）の命に

より立派な石垣を築いたが、重三郎が敵に通じるのを恐れた生駒氏によって殺害されてしまう。その方法とは城

内の井戸の底を探らせて上から大きな石を投げ込むというものであった。（左写真：二の丸井戸） 

二の丸から石垣と天守を見上げるポイント 

石垣と天守を一度に楽しみたい人必見。 

三の丸南側の搦手口は城内で一番造られて 

おり加工された大きな石材が見もの。 

自然石をそのままに加工せずに積み上げ 

自然景観との調和が美しいポイント。 

内堀から天守閣へ向け４層に重ねられた 

美しい曲線を持ち、日本一の高さを誇る。 


